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緒 言

瀬戸内海には比較的多 くの離島が存在 し,交

通及び産業等の点か ら過疎地 として位置づ け ら

れてお り,一 次生産(漁 業,農 業等)に 従事す

るものが多 く,ま た生産 に従事する若年層の少

い特徴がある.ま た本土 との交通 も不便なこれ

らの島では,社 会環境の整備 が遅れ,医 療施設 も

充分でない状態で ある1,2).離 島 の代表的 なもの

として,筆 者が診療に従事 している真鍋 島と六

島を選び,統 計的にその人 口構成,罹 病,死 亡

等の特徴 を公衆衛生学的に検討 し,主 として二

島を除 く笠岡市 との比較検討 を行 った.そ の成

績 を報告す る.

調 査 方 法

1.気 温は気象 月報3)及 び六島灯 台の測定値

を用いた.

2.社 会環境 を示す変数は,総 理 府統計局編「日

本統計年鑑4)」,日 本下水道協会編,「公共下水統

計5)」等 を資料 にして,岩 本等の報告6)に 基づい

て,以 下のごと く算 出した.

第1次 産業就業者率4):

15歳以上第1次 産業(農 業,林 業,漁

業,狩 猟業,水 産養殖業)就 業者数

/15歳 以上総入口

第2次 産業就業率4):

15歳以上第2次 産業(鉱 業,建 設業,

製造業)就 業者数

/15歳 以上総人口

持家世帯率4):持 家世帯数/総世帯数 ×100

上水道普及率4):

給水(上水道+簡易水道+専用水道)人口/
総人口 ×100

3.笠 岡 市及び離島の人口並びに人口構成は,国

勢調査7)に 笠岡市の調査を加えた ものに基づいた.

4.従 属 人 口指数8)は,国 勢調査 と笠 岡市の 人

口統計 に基づ いて算 出した.

5.人 口動態統計は 「国民衛生 の動向9)」に基づ

いた.又 死 因統計は笠 岡市の調査 を加 えた.

出生率1):事 件 数/人口 ×1000

死 産率2):

死産(自然,人 口)数/
出産(出生+死 産)×1000

乳 児死亡率2):

乳児,新生児,早期新生児死亡数/
出生数 ×100

PMI9): 50歳以上死亡数/全死亡数 ×100

訂 正死亡率9):

観察集団の年齢×歳(年 齢階級の死亡
率 × 〔基準にする人口集団のその年齢×
歳(年 齢階級)の 人口〕の各年齢(年 齢

階級の総和

/基準にする人口集団の総人口
×1000

受 診率9):

ある期間にある医療保険で受診した者の

数(延 数)

/その期間のその医療保険の加入者数

訂正PMIは 田 中氏10)の報 告に従った.

訂 正PMI10)
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(ある地域の50歳 以上死亡率)×(標 準集

団の50歳 以上人口)

/(ある地域の50歳 以上死亡率×標準集団
の50歳 以上人口+あ る地域の50歳 未満

死亡率×標準集団の50歳 未満人口)

×100

6.出 生 及び死亡統計は,井 笠環境保健所,業

務概要報告書11)に基 づいた.

7.受 給 者数及び国民健康保険加入率 は,岡 山

県国民健康保険団体連合会 が診療報酬 明細書 よ

りまとめ た資料に基づいた.調 査対象 となった

真鍋島は本土か ら30.4km離 れ,面 積1.65km2,

昭 和55年 の 人 口869人, 1個 の診療所 と月1回 済

生丸が巡 回診療 を行 っている.調 査対 象の島 と

しては,行 政対 象 としての笠 岡市の離島の中で,

白石島,北 木島は石材の生産 を行ってお り,且

つ交通量 も多いのでこれ を除外 した.昭 和55年

の 人口は,六 島203人,高 島292人,大 飛 島378

人,小 飛 島78人 で あるが,大 飛島,小 飛 島は行

政上神 島に属 しているので,統 計 をとることが

困難であったために一応笠 岡市に含 ませ,ま た

白石島,北 木島は石材の生産が盛んであ り離島

としての過疎地 の特徴が少いため,人 口以外は

便宜上真鍋島 と白石島 とこれを除 く各島 との比

較を行った.但 し国民健康保険罹患率は各島に

ついて検討 した.そ の結果を報告する.

調 査 成 績

〔第1図 〕に示す ように笠 岡か ら離島間の距離

を示す.〔 第1図 〕の中で架橋のある神 島以外は

離島 とされているが,沿 岸 よ り離れ交通の便 が

悪いのは,真 鍋島 と六 島,大 飛島,小 飛島であ

った.高 島は比較的本土に近 く,且 つ 白石島 と

北木島は石材の生産 が盛んなため,離 島 として

の性格 が少 く,大 飛 島,小 飛島は人口が少 く行

政上神 島に属 しているの で,真 鍋 島,六 島 と別

に算出できるものにつ いては,こ れ を抽出 した.

従 って便宜上,真 鍋 島,六 島 を特徴あ る瀬戸 内

海の環境 を有す る離 島 として抽 出 し,笠 岡市の

それ以外の地域 と比 較 した.

2.交 通:島 と本土 との交通量2)

笠 岡市本土か ら真鍋島は1日6便,大 飛島,

小 飛島は1日2便,北 木島は1日27便,白 石島

は1日11便 であ った.

3.環 境

① 上 ・下水道4,5):真 鍋 島と六島は昭和54年

図1
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表1　 昭和55年 離 島における水道の利用状況

(昭和55年 版離島統計年報)2)に よる

表2　 笠岡市とこれに所属する島の人口(昭和55年)

(昭和55年4月1日 笠岡市住民台帳)

の干ばつ後,昭 和55年4月 に上水道が完成 され

たため,普 及率 は100%を 示 し 〔表1〕 笠岡市の

61.8%に 比 して高い.設 置以前は0で あった.

下水道は設備がな く,し 尿のみ をバキュームカ

ーで処理場に運んでいる.

② 廃棄物処理2):収 集処理の施設がな く自家

処理を行っている.

③ 持家普及率:笠 岡市72.3%,真 鍋 島86.4

%と 高 い7).(昭 和50年 国勢調査)

④ 医療機関2):真 鍋 島に診療所1個,医 師1

名,看 護婦1名,看 護助手1名 がお り,六 島 を

含めて診療に従事 している.

⑤ 気温:昭 和56年 の 平均 気 温 は,笠 岡市

14.83)℃,真 鍋 島,六 島は約16.6℃ で平均気温

は1.8℃ 高 い.

4.人 口静態統計

① 人口:〔 表2〕 に示すごとくである.昭 和

55年 真鍋 島869名,六 島203名,計1,072名(保 健

所統計)で あ り女性が 多か った.両 島では総人

口が昭和30年2,671名,昭 和40年1,624名,昭 和

50年1,077名(笠 岡市役所調べ)で は年 々減少の

傾向が認め られた.

② 年令別 人口構成 〔表3〕:昭 和51年 の真鍋

島,六 島の70才 以 上の構 成比は17.7%で,六 島

は真鍋島 より更に高い.笠 岡市(除 真鍋 島,六 島)

は8.3%で 真 鍋島,六 島の約2分 の1の 構成比

である.年 度別 では昭和55年 では人 口の老令化

に従 って, 70才 以 上の人口の構成比は増加 して

いるが,六 島,真 鍋島,笠 岡市の順位 に変動は

ない.年 令別 人口構成か ら言えば,離 島である

真鍋 島,六 島は笠 岡市に較べ て,老 人人口比が

極めて高 いことが認め られる. 2分 割 表で(真

鍋島+六 島)と,こ れ を除 く笠 岡市の老人 と老

人外の人口は, 5%の 危 険率 で有意差が認め ら

れた.真 鍋島,六 島の70才 以上 の構成比は,昭

和30年5.3%,昭 和40年12.5%,昭 和50年21.5

%(笠 岡市役所調べ)で は年 々減少の傾向が認

め られた.

③ 従属人 口指数:若 年層(生 産 人口)の 人

が本州 に移動 するため,昭 和50年 の真鍋島は昭

和45年 に較べ てや ゝ減少 している.し か し,真

鍋島では若年 層が老年層に比 し,少 な く,指 数

は昭和45年 真鍋島 を除 く笠岡市53.2%,真 鍋 島

88.8%,昭 和50年 比 では笠岡市55.7%,真 鍋 島93.6

%と 年 と共にいずれ も高い傾 向にある.昭 和45

年 と昭和50年 比 では笠 岡市105%,真 鍋 島105%

で同 じであった.年 々生産人口が減少す る特徴

が見 られた.(尚,現 時点では真鍋島の従属人口

指数 とこれ を除 く笠 岡市 との比較の ため,成 績
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表3　 人 口 構 成

(笠岡市住民台帳)

表4　 人口の年齢別割合及び従属人口指数*

(笠 岡市住民台帳)

の 妥当性はやや 少い 〔表4〕.

④ 第1次 産業の従事 人口:真 鍋島,笠 岡市

(真鍋 島を除 く)と の間には,真 鍋島35.9%笠 岡

市10.0%で,第1次 産業の従事者率 は真鍋島9.1

%,笠 岡市23.4%で 真 鍋島は明らかに低か った

〔表5〕.

⑤ 真鍋 島住民の職種:漁 業経営体 につ いて

は12),真 鍋 島は経営体数 が90,無 動 力船が1,

船 外機付船隻数 が29,動 力船が93隻,漁 業の他

にノ リの養殖 も行 ってい る.刺 し網 が48,釣 り

が18,は え なわが16, 12海 里 以内の操業が殆 ど

である.経 営体 の従事者数が1・9,最 盛 期の

経営体 が90, 80が 家 族のみ,ま た個人 自営漁業

体数 が89,そ の うち専従が25,漁 業 が主が49,

漁 業が従が15で あった.兼 業の うちの33は 農業

である.農 業は露地で菊,マ ー ガレッ ト,き ん

せんかの栽培 を行 っている.年 令別漁業の就業

者数は 〔表6〕 に示すよ うに,男 性が115名,女

性が33名,計148名 で ある,男 女共に40～50代 が

比較的 多い.男 性は65歳 以 上の従事者 も多い.

5.人 口動態統計 〔表7〕

① 出生率及び死産率:井 笠環境保健所業務

概要報告書11)に よれば,真 鍋島,六 島の出生率

は昭和51年 か ら昭和55年 の範囲で10.1～3.7の

値 であ り,若 年人 口の減少に伴ないこれ らの二

島 を除 く笠 岡市12.5～10.7%に 比 して低い値 を

示 している.ま た死産率の高い ことも一因 とな

っている と考 える.死 産率の高い一 因 として労

働過 重が推定 され るが,自 然死産率 は人工死産

率に比べ て何れ も高い.笠 岡市の出生率は減少

の傾 向にあるが,真 鍋 島は更に甚 しい.真 鍋 島

の出生率 は便宜上,昭 和51年 ～55年 の 人口の重

表5　 産業就業者数

(昭和50年 国勢調査7)）
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表6　 真鍋島における年齢別漁業就業者数(昭55年)

(岡 山 県 漁 業 の動 き12)に よ る)

表7A　 真鍋島(含 六島)の 出生率,死 亡率及び死産率

(岡山県井笠環境保健所,業 務概要報告書による)

表7B　 笠 岡市(除,真 鍋島,六 島)の 出生率,死 亡率及び死産率

(岡山県井笠環境保健所,業 務概要報告書による)

表8A　 昭和51年 疾 患別死亡統計

(笠岡市役所調べ)

表8B　 昭和55年 疾 患別死亡統計

(笠岡市役所調べ)
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表9　 真鍋島,六 島のPMI及 び訂正PMI

表10　 国民健康保険加入状況

(笠 岡市役所調べ)

表11　 国民健康保健加入者にかかる保健給付の状況

(笠岡市役所調べ)

み づけ をしない平均値で比較す ると,人 口1000

に対 して7.2で, 2島 を除 く笠 岡市昭和51年 ～55

年 の 平均値11.4に 比 べて明 らかに低い.こ れは

若年層の少ないため 〔表5〕 によるもの と思 わ

れ る.〔 表7A, 7B〕.

② 死因:真 鍋 島,六 島の死因は,昭 和51年

は悪性新生物,脳 血管疾患,肺 炎,気 管支炎,

心 疾患,不 慮の事故 と老人性 疾患の順 で,笠 岡

市の脳血管疾 患,悪 性新生物,心 疾 患,肺 炎,

気管支炎,老 衰 とほぼ近 いものであった.ま た,
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真鍋島,六 島の昭和55年 では心疾患,肺 炎,気

管支炎,脳 血管疾患,悪 性新生物,不 慮の事故

の順であった.笠 岡市(除 真鍋島,六 島)で は

脳血管疾患,悪 性新生物,心 疾患,老 衰,肺 炎,

気 管支 炎の順序 であ った.〔 表8A, 8B〕

③ 総死亡率,真 鍋島,六 島は16.9%(昭 和

51年)～13.1%(昭 和55年),笠 岡 市(真 鍋島,

六 島 を除 く)は9.6%(昭 和51年)及 び8.8%(昭

和55年)と いづれ も低下 の傾向がある〔表7A,

 7B).

しか し孝人層が 多いこ とよ り真鍋島,六 島の

死亡率 は,笠 岡よ り高かった.一 方,真 鍋 島,

六 島の笠岡市人口構成への訂正死亡率では昭和

51年 が10.9%で 笠 岡市の粗死亡率9.6%に 比べ高

いが昭和55年8.5%で や や低 い傾向 を認めた.

〔表9〕 に示す ようにPMIは 笠 岡市90.5%(昭

和51年), 92.9%(昭 和55年)で その差は減少 を

示 した.昭 和51年 に比べて昭和55年 は,真 鍋島,

六 島は減少の傾向がある.し か し,訂 正PMI10)

で計算す ると、真鍋 島,六 島は人口が少ないた

め正確 な値 は求め難いが,便 宜上算出する とP

MIと は逆に昭和51年,昭 和55年 ともに笠 岡市 よ

り低 い値 を示 した 〔表9〕.

④ 乳児,新 生児死亡率:乳 児,新 生 児死亡

は真鍋島,六 島には認め られなか った.人 口が

少ないため比較することは妥当性がない.一 方,

乳 児死亡は昭和51年 ～昭和55年 の範囲では,こ

れ ら二島を除 く笠 岡市は7.6～5.9の 値 を示 し,

新 生児死亡 は1.3～1.5の 値 を示 している.周 産

期死亡は真鍋島,六 島は昭和53年,昭 和55年 に

1名 ずつで, 100～250の 高値 を示すが出生数が

少ないので比較す ることは妥当性がない.二 島

外の笠岡市昭和51年 ～昭和55年 では7.6～5.9の

値 を示 した.そ して真鍋島,六 島昭和51年 ～55

年 の累計比では48.8で あ ったが,長 期 の観察 を

必要 とする.亦 二 島を除 く笠 岡市昭和51年 ～昭

和55年 の累計比では12.6で あ った.死 産は真鍋

島,六 島は昭和52年,昭 和53年,昭 和55年 に 自

然死産が1名 ずつ,の ち昭和54年 に人工死産が

1名,昭 和51～55年 の 累計比 では8.9で,笠 岡市

の昭和51年 ～55年 の 累計比4.3に 比 して高い.自

然死産 と,人 工死産 との比は真鍋島,六 島と笠

岡市は共に3で ほぼ近い値 を示 したが,真 鍋島

の死産数が少ないので今後年数 を増 して比較 の

必要が ある 〔表7A, 7B〕.

6.罹 病 統計

① 国民健康保険の加入状況:〔 表10〕 に 示

す ごとくである.真 鍋島 を除 く笠岡市の加 入率

は,昭 和51～55年 の 間は36.4～35.4%,真 鍋 島

は63.7～64.0%で 高 い.

② 国民健康保 険の受診率:〔 表11〕 に示 す.

昭 和51年 度 の国民健康保険加 入者の給付状況 よ

り受診率 を推定すれば,昭 和51年 に 比べ て昭和

55年 は,笠 岡市 も真鍋島 も六島 も増加の傾向が

ある.

③ 疾病別受 診率:国 民健康保険受診率の昭

和51年 ～52年 の統計では真鍋島が笠 岡市の他の

地区に比べて高 い疾病 は,寄 生虫,高 血圧以外

の循環器系の疾患,肺 臓疾患,骨 及び運動器の

疾患である.寄 生虫の保 有率は 白石 島,真 鍋島,

飛 島の順で,高 血圧以外の循環器系の疾患は,

真 鍋島,北 木島,白 石島の順 を示 した.肝 臓疾

患は六 島,白 石 島の順で,次 いで北木島,真 鍋

島の順 であ った.骨 及び運動器系の疾 患は真鍋

島,高 島,飛 島,六 島の順 を示 した 〔表12A.

 12B〕.尚,真 鍋島の比較的 多い と思 われ る疾 患

は 〔表13A, 13B〕 に示す ごと くである.

7.医 療 統計,診 療施設2):診 療 所は 白石 島1,

北 木島3,真 鍋 島1,大 飛 島,六 島は出張診療

が行われて いる.歯 科は 白石 島 と北木島にあ る.

医 科 と歯科全体 では市町村が2,個 人が5,高

島 には患者輸送船1が ある.真 鍋 島には医師1,

看 護婦1が 常駐 しているにす ぎない.歯 科医は

白石島 より一週一 回来診,済 生丸が 月1回 診療

を行っている.従 って医療機関に恵れていない

ので,診 療所の意義 は大 であ る.〔 表14〕

考 案

真鍋 島は笠岡市 より30.4km離 れた島嶼である

が,漁 業及 び農業の従事者が 多 く生産 人口が少

い点において,瀬 戸内海の離島のモデルと考え

ることが出来 る.真 鍋 島 とこれ を除 く笠 岡市に

較べて特徴 は1次 産 業の従事者の高いこと,従

属 人口指数 の高 いこと, PMIの 高 いこと,疾 病

(寄生虫,高 血圧以外の循環器系疾 患,肺 疾患,

骨 及び運動器の疾患)の 高い こと等が あげ られ
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表12A　 51年 度地区別,疾 病分類別件数および受診率

表12B　 昭和52年 度地区別,疾 病分類別件数および受診率
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(昭和51年4月 ～52年3月)

(岡山県国民健康保険団体連合会調べ)

(昭和52年4月 ～53年3月)

(岡山県国民健康保険団体連合会調べ)
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昭和55年 度

表13A　 真鍋島における比較的多い疾患(1～69才)

(昭和55年4月 ～56年3月)

昭 和55年 度

表13B　 真鍋島における比較的多い疾患(70才 以上)

(昭和55年4月 ～56年3月)

(岡山県国民健康保険団体連合会調べ)

歯科医師数 は20.6名 対44名(46.8%)看 護婦数

は251.7名 対395.7名(63.6%)保 健 婦数 は15.7

名対15.1名(104.0%)で 医療関係者が全 国に比

して少 いことは,今 後の医療対策上,特 に必要

な事 と考 える.

結 論

真鍋島,六 島の地域的な特徴 を公衆衛生学に

とらえて以下 の成績 を得 た.

1. 1次 生産(漁 業,農 業)の 従事 者が多 く,

 2次 生 産の従事者が笠岡市に較べて少なか った.

2.高 年 層が多 く,従 属人口指数が高い特徴が

ある.過 疎地の特徴 であ り,離 島の特徴 である

と考 えられ る.

3.老 人層が 多いために笠岡市に較べて疎PMI

が 高 い特徴がある.一 方,訂 正PMIで は比 較

的笠岡市に近い値 を示 した.

4.国 民 健康保 険の受診率 の高 い疾患は,高 血

表14　 医療施設および従事者の統計

(昭和55年4月1日 現在)

()は 兼務　 (昭和55年 版離島統計年報による)2)

る.真 鍋 島に代表 されるこれ らの衛生及び環境

状態は,瀬 戸内海の離 島の特徴 を表す もの と考

えられる.そ の公衆衛生学的な対策が望 まれる.

今 後衛生状態の改善 と共に,現 在真鍋島に1個

所 しか存在 しない診療所の将来の医療問題 をど

の ように進めて行 くかに将来の問題が残 されて

いる.特 に人 口10万 に対 し,昭 和55年,離 島対

全 国の医師数は, 61.4名 対130.1名(47.2%),

圧以外の循環器系疾患,肝 臓疾患,骨 及び運動

器の疾患,寄 生虫等であった.



真鍋島(離 島)に おける住民の生活及び健康状態 643

文 献

1. 岡 山県 市 町 村 編:真 鍋 島,岡 山 県市 町 村 合 併 誌,岡 山 県, pp. 183-184, 1955.

2. 日本 離 島 セ ン ター 編:昭 和55年 版 離 島統 計年 報,日 本 離 島 セ ン ター,東 京, pp. 125-212,昭 和56年.

3. 岡 山地 方 気 象 台 編:岡 山県 気 象 月報,昭 和56年, 1-12月.

4. 総 理 府 統 計 局:日 本 統 計 年 鑑,昭 和47年 版,東 京, 1972.

5. 日本 下 水 道 協 会:公 共 下 水 道 統 計,東 京, 55年.

6. 岩 本 美 江 子,百 々栄 徳,米 田純 子,上 田洋 一:多 変 量解 析 に よ る我 国 の 死 因 別 死 亡 率 と社 会 環 境 に関 す る

研 究,日 本 衛 生 学 雑 誌, 36, 678-686, 1981.

7. 総 理 府 統 計 局:国 勢 調 査 報 告,都 道 府 県,市 町 村 編,そ の33岡 山 県,東 京,第3巻,昭 和50年.

8. 緒 方 正 名 編 著:公 衆 衛 生 学 入 門,朝 倉 書 店,東 京, p. 310,昭 和53年.

9. 厚 生 統 計 協 会 編:国 民 衛 生 の 動 向, 27, 10-12,昭 和55年.

10.田 中恒 男:健 康 の 考 え方,現 代 保 健 体 育 学 大 系,横 橋 五 郎 編 著,大 修 館 書 店,東 京, 12巻, pp. 35-37,

 1971.

11. 岡 山県 井 笠 環 境 保 健 所 編:昭 和51-55年 度 業 務 概 要 報 告 書,井 笠環 境 保健 所,岡 山, pp. 16-17,昭 和52-

56年.

12. 農 林 水 産 省 中 国 四 国 農 政 局 編:岡 山 県 漁業 の動 き,農 林 水産 省 中 国 四 国 農政 局 経 済 情 報 部, pp. 62-89,

昭 和54年.



644 田 中 勇 夫

A study of life and health conditions of inhabitants of Manabe Island.

Part 1. The relationship between environmental conditions, 

morbidity rate, and mortality rate.

Isao TANAKA

Department of Public Health, Okayama University Medical School, Okayama, Japan.

(Director: Prof. M. Ogata)

Characteristcs of environmental health conditions in Manabe island were surveyed 
from the standpoint of public health. The results obtained were as follows:

1. Those employed in primary industries (fishing and farming) are greater in pro

portion in Manabe Island while those employed in secondary industries are higher in 
number in Kasaoka City excluding Manabe Island.

2. The population of aged people and the dependence population index in Manabe 
Island were higher than those in Kasaoka City, a trend thought to be characteristic of 
isolated islands in the Inland Sea.

3. The ratio of aged people and proportional mortality indicator (PMI) were higher 
in Manabe Island than that in Kasaoka City.

4. Heart disease, injury of extremities, liver disease, and parasytosis showed a 
higher incidence in people who belonged to national health insurance in Manabe Island 

than those of Kasaoka City excluding Manabe Island.


